

































































































































②～⑤の平均 280　　398887　　625740 45．6 109．5　　　109．1　　　149．9　　　　80．5









































































































































































































































































































































































































































最　高 気 温 （℃） 降 雨 」燈㌧ （mm）
月 旬　年 ’79 ’80 ’81 ’82 ’83 ’84 ’79 ’80 ’81 ’82 ’83 ’84




























7 上　　　旬 26．524．528．127．325．3｛ 87．5146．0134．022．023．0 ｝
中　　　旬 25．026．230．425．125．330．3 49．590．0141．574．0166．519．0
月 下　　　旬 30．727．830．527．428．532．2 96．566．083．084．5169．558．5
平均・合計 27．426．229．726．626．429．7233．5302．0358．5180．5359．077．5
上　　　旬 30．024．728．528．931．631．4 20．524．040．065．058．0 6．58
中　　　旬 30．226．429．427．027．330．0 8．5 31．010．0101．570．034．0
月 下　　　旬 27．325．527．628．528．528．2 49．0258．525．6124．G47．537．0
平均・合計 29．225．528．528．129．129．9 78．0313．575．6290．5175．577．5
上　　　旬 25．825．125．125．328．225．2162．099．028．578．016．044．59
















































































































































































































































































処　　理　　区 灰　分 全窒素 リ　ン
カリ
Eム
カ　ル
Vウム
全　糖 粗デンv　ン C／N
無　　処　　理
a開伐｝剥皮　　一トー
{月畑無剥皮
a閉伐1剥皮
ｳ施肥1無剥皮
2，121
Q，212
Q，268
Q，169
Q，208
1，348
P，100
P，289
P，101
P，190
0，129
O，126
O，127
O，124
O，123
0，827
O，741
O，782
O，813
O，795
0，308
O，188
O，193
O，209
O，212
5，445
V，522
V，370
V，489
U，941
38，136
S5，199
S8，980
S8，569
S0，412
32，330
S7，928
S3，716
T0，916
R9，792
及び窒素，リン，カリウムなどのミネラルの含有率については処理区と無処理区との間に大きな差は
なかったが，全糖と粗デンプンの含有率及びC／N率は処理区の種子で著しく増加した。疎開伐及び
施肥によって種子の品質は向上することがわかった。
5．種子生産量の推定
　採種木1本当たり種子生産量を推定することは重要である。調査方法は伐倒もぎ取り法が最も正確
であるが，伐倒することができないので，シード・トラップ内に落下した健全種子の落下数に樹冠面
積を乗じて1本の木の健全種子生産数とした。なお種子は樹冠投影面外にも落下するので，本当はそ
の分を加えなければならないが7），今回はシード・トラップを母樹の中心部に設置したので，トラップ
内に落下した種子数はその木の平均値よりも多目の数値と思われるのでこの方法をとった。計算の結
果を表9に，また豊作年（1980年と1983年）における1本当たり健全種子生産数の頻度分布を図15に
示した。胸高直径20cm前後，樹高15～16mの採種木における各年度の1本当たり健全種子生産数は，
無処理区で平均17～190個，疎開伐＋施肥区で平均8～827個，疎開伐＋無施肥区で平均15～592個であ
クヌギ採種林における種子生産 （15）
表9　クヌギ採種木における1本当たり健全種子生産数の推定
1本当たり健全種子数＊
処　　理　　区
胸高
ｼ径
icm）
樹高
im）
樹冠
ｼ径撃香j
樹冠
ﾊ積
icm2）
79年　　　　’80年　　　　’81年　　　　’82年　　　　’83年　　　　’84年1年目　2年目　3年鼠　4年目　5年目　6年目　　範囲
無　　処　　理
ｦ伐1剥皮{肥1無剥皮
ｦ伐剛皮ｳ施肥1無剥皮
20．1
Q1．3
Q2．7
Q1．6
Q0．8
15．5
P5．7
P6．1
P6．0
P63
4．9
T．0
U．2
T．7
T．7
18．8
P9．6
R0．2
Q5．5
Q5．5
86　　　　　118　　　　　　36　　　　　　17　　　　　190　　　　　　34　　　　　17～190
X2　　　　　261　　　　　153　　　　　137　　　　　316　　　　　　　8　　　　　　8～316
R14　　　　　471　　　　　480　　　　　619　　　　　827　　　　　　94　　　　　94～827
P91　　　　　413　　　　　314　　　　　143　　　　　495　　　　　　28　　　　　28～495
X2　　　　　　255　　　　　　128　　　　　　117　　　　　　592　　　　　　15　　　　　15～592
・母樹1本当たり健全種子生産数は，樹冠下に落下した1㎡当たり健全種子数×樹冠面積で推定した。
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図15　豊作年（1980年，1983年）における健全種
　　子生産数の頻度分布
った。着果数は個体，年度及び処理区によって
差があるので，豊作年における1本当たり健全
種子生産数の頻度分布をみると，無処理区では
平均173個で，200個以下のものが73％を占めて
いた。疎開伐＋施肥区では1本当たり平均480
個，疎開伐十無施肥区は497個生産したが，200
個以下のものが約40％あり，結実性の悪い個体
がかなり多くみられた。しかし，1本当たり1，
000個以上生産したものが疎開伐十施肥区で18
％，疎開伐＋無施肥区で13％あり，結実性の良
い個体を選定すれば種子生産量を更に増大する
ことが可能であると思われる。本採種林における1本当たり最大着果数は2，000個程度と推定された。
筆者は前報で5｝牧場の周囲に列状に植栽された46～47年生のクヌギの着果調査を行い，1本当たり着果
数は20～2，634個，平均589個で，100～500個のものが最も多いことを報告した。クヌギの着果数はそ
れほど多くなく，結実率も低いので，このことを念頭において種子の生産を行わなければならない。
6．クヌギ採種林施業上の問題点
　クヌギの種子生産上の問題点はいくつかあるが，その内の一つは未熟果実の落果が非常に多いこと
である。本研究によると2年果の結実率は年によって差があるが，無処理区でLO～10．7％，疎開伐＋
施肥区で0．2～13．8％，疎開伐＋無施肥区で1．1～16．3％であった。すなわち，5月から11月の期間に
地上に落下した果実の内84％以上，年によっては99％以上が発育不全あるいは虫害を受けて落下して
いる。新谷がIDクヌギの採種園で調査したところによると，着生した雌花の90％強が結実までの間に落
果し，平均結実率は8．8％であった。また小笠原の調査によると9），クヌギの結果率は0．1～3％，平均
1％であったという。Downsら2）はChestnut　oak外4種類のoakの種子生産について研究し，健全種子
の割合は7年間の全落下数に対しておよそ8％から47％の間にあった。未熟種子は20～67％で，残りは
鳥，ネズミ，昆虫などによる食害であった。Matsuda8｝によると，コナラでは開花した雌花のうち0．8
（16） 橋　　詰　　隼　　人
％のみが成熟果実になり，90、6％は5月から6月の問に大麗に落下したという。ナラ類は×iに花を
つけるけれども結実率はそれほど高くないようである。これは種の特性であるかも知れないが，何等
かの方法によって結実率を向上させることを考えなければならない。未熟果実の落果の防止は大きな
問題で，今後この問題について研究する必要があろう。
　次に採種林では毎年なるべく均等に種子を生産する必要がある。しかし，クヌギは結実に豊凶があ
って2～3年に1回しか豊作がない。疎開伐と施肥によって豊凶をある程度調節することができるが，
更に有効な結実促進の方法を開発する必要がある。施肥は特に有効と思われるので，肥料の種類，施
肥量などについて更に研究する必要がある。また母樹によって着花・結実性が著しく異なるので，生
長が良くて結実の良い個体を採種木に選ぶことが重要であると思われる。
IV　総 括
　クヌギの種子を計画的に生産するために採種林を設定して，6年間結実状況を調査した。採種林は
約40年生の天然林を疎開伐して，採種木をha当たり約250本の割合で残した。試験地を二つに分けて，
片方を施肥区，他方を無施肥区とした。施肥は最初の4年間，森林肥料（N：1）：K＝13：17：12％）
を1本当たり3～5kg施した。更に施肥区と無施肥区の中に環状剥皮処理区を設けた。無処理区（対
照区）として，隣接の天然林を用いた。着花及び結実状況の調査は，各供試木の樹冠中心部の直下に
1×1mのシード・トラップを設けて，落下した花や果実を時期別に採集して調べた。種子成分の化
学分析は常法によって行った。本研究の結果は次のとおりである。
　1．クヌギ採種林の着花・結実は疎開伐，施肥及び環状剥皮処理によって促進されたが，特に疎開
伐と施肥の組合わせ処理が有効であった。疎開伐＋施肥によって雄花の着生は無処理区の4～11倍，
2年果の着生は1．6～2．6倍増加した。また健全種子の落下数及び結果率も疎開伐及び施肥によって増
加した。疎開伐十施肥の複合効果は処理の翌年から現れたが，施肥を中止すると2年後には効果がな
くなり，施肥の効果は長続きしないようであった。
　2．2年果の総落下数は，無処理区で55～103個／㎡，疎開伐＋施肥区で106～182個／㎡であった。
結実率は，無処理区でLO～10．7％，疎開伐十施肥区で0。2～／3，8％，疎開伐十無施肥区で1．1～16，3％
であった。5～11月の期間に地上に落下した2年果の内84％以．ヒが，年によっては99％以上が結実せ
ずに落下した。
　3．未熟種子の落下は1年果では少なく，2年果で多くみられた。氷熟種子は，2年果では8月に
最も多く落下した。未熟種子の落下率は凶作年に高く，豊作年に低かった。また無処理区よりも処理
区で低い傾向がみられた。未熟種子の落果の原因は生理的障害が最も多く，2年果では90％近くが生
理的落果であった。台風など機械的障害による落果は4～9％，虫害による落果は1～9％認められ
た。
　4．クヌギ天然林の結実は3年おきに豊作があり，豊作の翌年は凶作であった。しかし，処理区，
特に疎開伐＋施肥区では豊作が続き，毎年種子を採取することが可能であった。
　5．クヌギの着花・結実性は個体によって差があり，着花数，結実数の多いもの，少ないもの，結
実率の高いもの，低いものなどバラツキが大きかった。疎開伐及び施肥の効果は結実の悪い個体には
クヌギ採種林における種子ll三了 （17）
現われにくく，結実の良い櫃1体に大きく現れるようであった。
　6．クヌギの着花は前年の7～8月が高温で少雨の年に多いようであった。また8～9月が高温で
少雨の年は結実率が著しく低下した。
　7．雄花と雌花の着生関係については，雄花の着生数の多いものは雌花の着生数も多い傾向がみら
れた。着花と結実の関係については，相関関係が認められず，着花数の多い個体は結実数，結実率が
高いとはいえなかった。
　8．2年果は健全種子，発育不全種子及び虫害種子の三つに分類された。健全種子の1㎡当たり落
下数は無施肥区で0．9～／0．1個，疎開伐＋施肥区で0．4～27．4個，疎開伐＋無施肥区で0，6～23．2個であ
った。落下種子の内容は，無処理区では健全種子がL5～12．5％，発育不全種子が82．1～93．6％，虫害
種子が1．5～9．4％，処理区では（各処理区の平均値）健全種子が1．7～30．2％，発育不全種子が67．2～95．
4％，虫害種子が／．5～U．5％であった。一般に処理区では無処理区に比べて健全種子の割合が増加し，
発育不全種子の割合が減少する傾向がみられた。また処理によって健全種子の大きさ，生重量及び全
糖，粗デンプンの含有率が増加して，種子の品質が向上することがわかった。
　9．シード・トラップに落下した健全種子の落下数から採種木1本当たり種子生産数を推定した。
胸高直径約20cm，樹高15～16mの採種木1本当たり健全種子生産数は，無処理区で17～190個，疎開伐十
施肥区で8～827個，疎開伐十無施肥区で15～592個であった。豊作年における1本当たり種子生産数
は無処理区で平均170個，処理区で平均500個，最大2，000個と推定された。しかし，個体差が大きいの
で結実性の良い母樹を選定すれば種子生産数を更に増大することが可能である。
　10、採種林施業に際しては母樹の選定が特に重要で，生長が優れて結実の良い母樹を選定する必要
がある。今後の課題としては，未惑果実の落下防止法，着花・結実促進法などにっいて更に研究を進
める必要がある。
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